（別紙４）

見積書
　公益財団法人　埼玉県産業振興公社理事長　あて

（提出日付）　令和2年　　月　　日
（提出者）

所　在　地　　　　　　　　　　　
名　　　称　　　　　　　　　　　
代表者氏名　　　　　　　　　　㊞
見積額　　　　　　　　　　　　　円
	項　　目
	積算金額
	積算内訳

	①人件費
②研修カリキュラム
テキスト作成費
③実習用機材購入費

④実習環境準備費用
⑤PCレンタル料
⑥AWS使用料
⑦研修施設使用料
⑧その他必要経費
	
	講師費用と補助員（人数も含めて）の費用を
分けて記載すること。
座学及び実習に使用するカリキュラム、
テキスト等の資料作成費

IoT及びAI教育に使用する教材費用

　・受講者：30セット
　・公社用：　１セット

　・講師用：　１セット
　・ロボットアーム
実習に必要なPC設定・ラズパイ設定など

事前準備する費用
IoT・分析・AI実習で利用するPCのレンタル料　（講師分を含め32台）

AI実習で、AWS使用料が発生する場合

公社以外の自社施設或いは他の研修施設を利用する場合の費用
（実習時：回線使用料も含む）

①～⑦以外に必要な経費


　【件名】　AI・IoT人材育成研修（技術者養成コース）委託業務
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